
 著作権、転載許可、原稿ファイル形式，⽂献，⽤語等について（投稿原稿⽤） 

   協会誌「セラミックス」は，本会会員およびセラミックス研究者間の情報共有と学術的交流を⽬的とした和⽂学術 
 雑誌です。  原稿執筆及び投稿に関する規程  （以下「規程」という．）では，主に下記事項が定められておりますの 
 で、事前に，本規程を確認，遵守のうえ，原稿作成及び投稿をお願いします． 

  ＜規程で定められている主な事項＞ 
  ‧原稿の種類   ‧執筆資格    ‧著作権     ‧著者の責任    ‧掲載の可否と決定 
   
 １.    規程  の著作権の条項で規程されておりますとおり，協会誌掲載の記事の著作権は『本会に帰属する』ことが規定さ 

 れています．これは，当協会のHP掲載，CD-ROM化等，電⼦化の⼆次的著作物の利⽤に関する権利を含みます．な 
 お，著者が当該著作物を他に利⽤（⾮商業的，商業的を含む）される場合には，出典を明記されたうえで，これを⾏ 
 うことを妨げるものではありません．採択が決まりましたら、承諾書のフォーマットをお送りしますので、ご記⼊‧ 
 ご返送を何卒よろしくお願い申し上げます． 

 2.    他誌への転載許可について  ：  規程  の著者の責任の条項で規程されておりますとおり，ご執筆いただく原稿中お使い 
 になる他誌掲載の図等についての転載許諾が必要な場合につきましては，恐縮ですが，筆者の⽅が先⽅にお取りいた 
 だきますようお願いいたします． 

 3. 表，図‧写真については，Word，PowerPoint，JPEG，TIFF等のファイルをお送りください．図は場合により，事 
 務局にてトレース発注も可能です．なお，環境の違いにより，図中にずれなどが⽣じることがありますので，校正の 
 際ご確認をお願いいたします． 

 4.  セラミックスでは図‧表中の⽤語も和⽂を原則としておりますので，  図‧表中の語句も和⽂表記にて  お願いします． 

 5.  ⽂献の書き⽅  については，下記例の要領にてお願いいたします．⽂献番号は本⽂中では，  上付きの⽚括弧数字  で表⽰ 
 してください． 

 ［雑誌の場合］   1) 向江和郎，津⽥孝⼀，  J. Ceram. Soc. Japan,  100  ,  1048-1052  (1992)  . 
           ↓     ↓                                                                     巻 年間通しﾍﾟｰｼﾞ  *  年 

 *  年間通しページではない場合には号（No.）の記載が必要になります． 
         2) 早川  茂，セラミックス，23，3-6 (1988)． 
         3) K. A. Gebler,  J.  Am. Ceram. Soc  .,  32  ，163-170(1949). 

   ［単⾏本の場合］ 4) 吉⽊⽂平，”鉱物⼯学”，技報堂(1959)pp.355-359． 

 6. 使⽤する単位は，  SI単位  を⽤いてください． 

 7.   商品名の記載について  ：セラミックスは学協会誌であるという⽴場上，記事原稿中の商品名の記載について下記の 
 ような⽅針で掲載したいと存じますので，ご協⼒お願いします． 
 特に，編集委員会で掲載計画をたてた「特集記事」について，執筆している記事内容の対象物質について（執筆内容 
 対象の貴社製品について），執筆者には下記のようなご対応をお願いいたします． 
 ①  標題には商品名を記載せず，⼀般物質名での記載をお願いしたい． 
 ②  記事中の「⼩⾒出し」にも⼀般物質名での記載をお願いしたい． 
 ③  記事本⽂中では，事実の記載という意味で⼀度は記載されるはずですが，それ以上については，できるだけ⼀  般物 
 質名での記載をお願いし，商品名の頻出は避けていただきたい． 
 ④  商品の図（写真）等は，特に商品名の記載されているパッケージ等が⼊っているものは掲載を控えていただき  たい 
 （パッケージが⼀緒にではなく，そのもの単体が写っているものは，商品であってもかまわないとする）． 
 なお，論⽂執筆の際，実験等で使⽤した物質（商品名）の記載は，実験の事実の記載という意味合いであり，上記と 
 は別扱いで⼀般的に記載される基準に従っていただきたい． 
 ※掲載される欄の性格を考慮したうえで，上記の扱いとは⼀部異なることがあるかもしれませんが，⽇本セラミック 
 ス協会という⽴場を考慮しつつ，最善と思われる⽅法で掲載したいと考えております． 

 8. 本誌では，セラミックスに固有な術語を除いては，原則的には常⽤漢字を⽤いておりますので，ご了承いただけま 
 すようお願いいたします（本誌の⽤語‧⽤字内規に沿ってある程度統⼀を図っております）．また，図の⼤きさ等ご 
 希望がある場合にはお書き添えいただければ幸いですが，原則としてレイアウト，使⽤句読点の種類（本誌ではピリ 
 オド，カンマ使⽤ですが事務局で統⼀作業いたします）などは事務局にご⼀任くださいますようお願いいたします． 

 9.  ご執筆いただきました原稿につきましては，編集委員会にて読ませていただきます．その結果，⽂章の加筆‧改訂 
 等をお願いすることもございますが，何卒よろしくご協⼒くださいますようお願いいたします． 

 以 上 
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